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目的:

近年、日本人の血清コレステロ ル値が上昇し、その要因として動物性食品

の需要が高まったことが問題と在っている。確かK、飽和脂肪酸の過剰摂取は、

高コレステロ ル血症の発症に極めて重要在役割を果たす。私共は、飽和脂肪

酸のコレステローノレ上昇作用は、体脂肪の蓄積K伴う血築リポ蛋白代謝の異常

を背景K出現することを強調して来た。

本研究は、飽和脂肪酸含量の多い食品Kよる高コレステロール血症背景を明

らかKし、高コレステロール血症の予防法在確立するととを目的とする。

成果:

家族性高コレステローノレ血症告よび高リポ蛋白血症z型の患者を摂取エネル

ギー制限食療法Kよって食事性因子を除去したあと、等カロリー下で 1300 

kcal/日相当の主食を飽和脂肪酸を多く含むパs-i'C変えた実験食Kよるコレ

ステロ ル上昇を検討した。

1) 1日1600kcalと13 0 0 kca 1食療法Kよって加ずれの対象も血清

コレステローノレの減少をみた。

2) 1日1600kcalのうち 300 kc a 1の主食を等カロリーのパタ K置き変

えた場合、 25掃のコレ X テロール値の増加をみた。己の増加は、 Keys ら
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Kよって報告されている 2S -p  ( s :飽和脂肪酸、 p:多価不飽和脂肪酸)

の式Kよって算出される血清コレステローノレの変化に近似したものであった。

3) 1 日 1300kca1 食療法後~ 3 0 0 kca 1 相当の主食をパタ-~置き変えた

場合、血清コレステローノレ値の有意の増加は認められず特~LDL ーコレ X

テローノレのパ夕 食後の変化は、 4.3士11.6呼/dLと不変であった。

以上の結果、摂取エネルギ が比較的低い場合、過剰の飽和脂肪酸含有食K

Iる血清コレステロール値の上昇が出現し左い乙とを確認した。一方、摂取エ

ネルギーの過剰Ij~よって造られた個々の高コレステロール血症の易発症性が血

衆リポ蛋白代謝上どのよう在特徴を有するか今後の問題である。との点を解決

すること Kよって個人の患者K対して適した摂取エネルギ の設定が可能であ

り、その摂取エネルギ 量下では、心・血管の予備能の向上K極めて重要在動

物性食品の摂取を中心とする栄養のパランスの維持が可能K在る。
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